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Abstract: エージェントが販売促進に活用される中，エージェントの視線が人間に恥ずかしさを

与え，利用が避けられる可能性が指摘されている．人間同士のコミュニケーションでは視線移動

が恥ずかしさ軽減に有効であるとされており，対エージェントの場合でも同様の効果が得られ

る可能性がある．そこで本研究では視線を逸らすエージェントを提案し，視線逸らしエージェン

トに恥ずかしさ軽減効果があるか調査する． 

 

 

1 はじめに 

 エージェントが商業施設や小売店舗で接客を行

う事例が増加しており [1,2,3]， Human-Agent 

Interaction(HAI)技術の広告応用が活発に進められ

ている．その一方で，インタラクション時にユーザ

が感じる精神的負担が課題として指摘されている

[4]．特に，エージェントからユーザに向けられる

視線によって生じる恥ずかしさが，ユーザとエー

ジェント間のインタラクションにおける障壁の一

因となる可能性が指摘されている[5]．エージェン

トの視線に対して抱く恥ずかしさはインタラクシ

ョンの回避や，インタラクション時間の短縮など

の行動を引き起こし，効果的な商品推薦が行えな

い可能性がある． 

 他者に起因する恥ずかしさは，人間同士のコミ

ュニケーションでも生じることが報告されている

[6]が，同時に人間は相手から視線を逸らすことで，

無意識に他者に起因する恥ずかしさを軽減させる

ための行動を取っていることが示されている[7,8]．

加えて，他者から向けられる視線を恥ずかしいと

感じる程度は，個人の特性に依存する部分が大き

い [9,10]．特に社交不安傾向という特性を強く持

つ人は，他者からの視線に対して過剰に敏感であ

り，恥ずかしさや不安として感じやすい[11,12]こ

とが報告されている．社交不安傾向[13]とは，他者

から注目される社交的な場に対し，強い恐怖感を

抱いたり，回避したりする傾向を指す．社交不安傾

向の強い人が他者の視線を恥ずかしいと感じる現

象は，人間対エージェントの場合でも確認されて

いる[5]． 

 これまでの研究では，エージェントの視線の有

無がエージェントの印象[5,14]や利用 [15]に与え

る影響が議論されてきた．一方で，ユーザがエージ

ェントの視線に対して感じる恥ずかしさにどう影

響するかについては，十分な調査が行われていな

い．そこで本研究では，インタラクション時のユー

ザの恥ずかしさを軽減するための手法として，視

線を逸らすエージェントを提案する．人間同士の

コミュニケーションでは視線を逸らすことで恥ず

かしさが軽減される[7,8]．このことから，商品推薦

の場面において，視線を逸らすエージェントはユ

ーザに視線を向け続けるエージェントよりユーザ

の恥ずかしさを軽減させると期待される．また，社

交不安傾向の強いユーザはエージェントに視線を

向けられる場合に恥ずかしいと感じやすいことか

ら，視線逸らしエージェントによる効果が大きい

と考えられる．視線逸らしエージェントによるユ

ーザの恥ずかしさ軽減効果は，エージェントによ

る商品推薦の効果向上につながる可能性がある． 
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2 関連研究 

2.1 恥ずかしさについて 

 Babcock は人間が感じる恥ずかしさについて，ペ

ルソナ（外的自己像）の違反による恥ずかしさと理

想（内的価値観）の違反による恥ずかしさの 2 種

類に分類されると定義した[16]．1 つはペルソナに

違反した時に生じる恥ずかしさ（embarrassment）で

あり，その人が通常であればしないような行動を

する，またはそれを他人に見られることで生じる．

もう 1 つの理想に違反したときに生じる恥ずかし

さ（shame）であり，自分の欲望などを優先した結

果，他人の感情を蔑ろにしたことに気付くことで

生じる．どちらもアイデンティティに対する懸念

を反映したものであるが，人間はこの 2 種類の恥

ずかしさを系統的に区別することが可能である． 

 本研究で扱う恥ずかしさは，前者のペルソナ違

反による恥ずかしさ（embarrassment）であると想定

される．本研究ではエージェントとのインタラク

ション時にユーザが感じる恥ずかしさを取り上げ，

その要因として他者の視線が関与している可能性

があるためである． 

 加えて，恥ずかしさと関連の深い要素として社

交不安傾向がある．社交不安傾向が強い人は他者

の存在に敏感であり，特に他者から向けられる視

線を恥ずかしいと感じるため，回避する傾向があ

ることが知られている．Myllyneva ら[12]が行った

実験では，社交不安傾向が強い人は，そうでない人

と比べて，直接視線を向けられる場合に相手に視

線を向ける時間が短く，不快度が強いことが示さ

れた． 

2.2 エージェントの視線による影響 

 ユーザはエージェントに視線を向けられる状態

に恥ずかしさを抱くことが報告されているが，そ

れがユーザのインタラクション回避の要因として

指摘されている[17]．Bartneck ら[5]が行った実験で

は，擬人化の程度が異なるエージェントによる健

康チェックを行い，チェック項目が進むごとに服

を脱ぐよう求めた．その結果，エージェントの擬人

化の程度が高いほど完了した項目数が少なく，参

加者は恥ずかしさを感じていたことが示された．

実験参加者は，エージェントが擬人化されている

ほど，視線を認識するために「見られている」とい

う印象を抱き，視線に起因する恥ずかしさが強ま 

 

図 1: 提案手法 

 

った可能性が示唆された． 

 視線に起因する恥ずかしさは，人間同士のコミ

ュニケーションでも生じる現象[7]で，人間はこの

恥ずかしさを減少させるために，無意識に視線を

逸らすという行動を取っている．Edelmann ら[8]は，

恥ずかしさと視線量の関係を示している．初対面

の 2 人が対話する場面において，互いに事前に実

験者が定めた質問をした．質問は相手のプライベ

ートを深掘りする内容であり，対話が進むほどそ

の程度は強まっていった．その結果，実験参加者は，

質問を出し続けるにつれて，他者の視線に起因す

る恥ずかしさが増加していた．加えて，相手に視線

を向ける時間が減少するという結果になった．こ

のことから，人間は他者に起因する恥ずかしさを

感じるほど視線を逸らす行動を取ることが示され

た． 

3 提案手法:視線逸らしエージェン

ト 

 本研究では，インタラクション時のユーザの恥

ずかしさを軽減するための手法として，視線を逸

らすエージェントを提案する．エージェントは商

品推薦を行う際，ユーザに視線を向け続けるので

はなく，推薦する商品に視線を移動する（図 1）．

これにより，ユーザはエージェントと視線が合う

時間が短くなり，インタラクション時の視線に起

因する恥ずかしさが軽減されると期待される． 

 これまでの研究で，ユーザはエージェントとの

インタラクション時に恥ずかしさを感じることが

示されており[4]，エージェントから視線を向けら

れることがその一因であると指摘されてきた[5]．

そこで，エージェントがユーザに視線を向けず，視 



 

図 2: 実験環境 

 

線を逸らすことで，ユーザの恥ずかしさが軽減さ

れる可能性がある．この現象は人間同士のコミュ

ニケーションで報告されており，Argyle ら[7]は相

手から視線を向け続けられる状況を恥ずかしいと

感じやすく，恥ずかしいと感じるほど，それを軽減

させるために視線を逸らす時間が増加する可能性

を示唆した．したがって，相手から視線を向けられ

続けるより，視線が合わない時間があることで恥

ずかしさが軽減される可能性がある．人間対エー

ジェントとのインタラクションにおいても同様の

現象が発生する可能性があり，本研究で提案する

視線逸らしエージェントは既存手法よりもユーザ

に生起する恥ずかしさを軽減させて効果的な商品

推薦できる可能性がある． 

4 今後の展望 

 本研究では恥ずかしさ軽減手法として視線逸ら

しエージェントを提案したが，軽減効果を示すた

めにはユーザに視線を向け続けるエージェントと

の比較を行う必要がある．そこで，今後行う実験で

は，参加者に視線を逸らす場合と視線を向け続け

る場合の 2 条件でエージェントによる商品推薦を

行い，視線逸らしエージェントの恥ずかしさ軽減

効果を調査する予定である． 

 エージェントとのインタラクション時に感じる

恥ずかしさを評価するため，エージェントが本屋

で絵本を紹介する状況を設定する．図 2 に示すよ

うな実験室内の区切られた空間を仮想の本屋とし，

実験参加者にはエージェントの前に立ち，絵本の

商品推薦を聞くよう指示する．本実験でエージェ 

 

図 3: 視線逸らしエージェント 

 

 

図 4: 直視エージェント 

 

ントは絵本を紹介する予定である． 

 提案手法の効果を検証するため，商品推薦中は

商品に視線を移動する逸らし条件（図 3）と実験参

加者に視線を向け続ける直視条件（図 4）の 2 条件

を設定する．逸らし条件では商品推薦を行う間は

商品の方向に視線を移す一方で，直視条件ではイ

ンタラクション全体を通じてエージェントは実験

参加者に視線を向け続ける．両条件とも実験環境

は同一であり，視線移動と紹介する絵本以外の条

件は一定とする． 

 提案手法の評価には恥ずかしさ評価アンケート

を用いる予定である．また，参加者に対し，LSAS-

J[18]による社交不安傾向の程度の評価を行い，社

交不安傾向が強い人と弱い人による恥ずかしさ軽

減効果の差を調査する必要があると考える． 

5 おわりに 

 本研究では，エージェントの視線がユーザに与

える恥ずかしさを課題の解決策として，視線逸ら



しエージェントを提案した．エージェントが販売

促進に活用されている[1,2,3]一方で，エージェント

の視線がユーザに恥ずかしさを与え，利用が避け

られる可能性が指摘されてきた[4]．視線と恥ずか

しさの関係性について，人間同士のコミュニケー

ションでは視線移動が恥ずかしさ軽減に有効であ

ると報告されている[7]．視線移動は，エージェン

トとのインタラクションにおいても同様の効果が

得られる可能性がある．そこで，本研究ではエージ

ェントが視線を商品に逸らす行動に恥ずかしさを

軽減させる効果があるか調査するための実験をデ

ザインした． 

 今後は視線逸らしエージェントの恥ずかしさ軽

減効果を調査するため，ユーザに視線を向け続け

る直視条件と，商品推薦時は商品を見る逸らし条

件を比較する．また，実験参加者を社交不安傾向の

程度によって分類し，視線逸らしエージェントに

よる軽減効果の差を検証する．さらに，エージェン

トによってユーザの共同注視が促されるかの調査

も同時に行い，商品推薦の場面における有効性を

調査する． 
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